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この‘ぽぽだより’編集期間は、ぽぽハウス最大のイベント「ぽぽハッピー

まつり」の準備期間でもあります。みなさんのお手元にこの‘ぽぽだより’が届くときには、

ほっと一息ついているころです。毎年のことなのですが、まつりが終わり、ふと気がつくと、カ

レンダーがあと 1 枚。今年も 1 年、走り抜いたように思います（ちょっとはやいかな？）。（P） 

 編集後記   

発行   特定非営利活動法人        NPONPONPONPO ぽぽハウスぽぽハウスぽぽハウスぽぽハウス    
発行人  山脇 昤子 

住所   〒522-0043 彦根市小泉町 300-9 ｻﾝﾛｰﾄﾞﾋﾞﾙⅡ 2F 

  （TEL）0749-27-9777 ・ 21-0664    （FAX） 21-0665    

 E-mail popohouse@nifty.com  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.popo-house.jp/ 

 
 

「2012 ぽぽハッピーまつり 和
わ

・笑
わ

・わっしょい！」 をハピネスひこねを会

場として開催させて頂きました。今年は、三連休最終日で各地域での催しもたくさ

ん開催されていることもありましたが 300 名近いご来場を賜る事が出来ました。

遠方からの模擬店の出店やイベントへの出演協力を頂くなど多くの皆様方のご協

力やご理解、また今年はインターネット掲示や募集チラシを介して一般のボランテ

ィアスタッフとして 5名の方に関わって頂くことも出来ました。 

2012 ぽぽハッピーまつりに関わって下さった数多

くの皆様方のご理解とご協力のもと盛況のうちに無

事終了させて頂く事が出来ました。感謝の気持ちでい

っぱいです。本当にありがとうございました。 

今後とも当法人の活動に一層のご理解とご協力を頂き

たくお願いいたします。（実行委員長 藤澤） 

 

わ 

クリスマス会のおしらせ 
日時：１２月１５日（土日時：１２月１５日（土日時：１２月１５日（土日時：１２月１５日（土））））    

小学４年生以上 10:00～15:00 
※日中一時支援事業集団活動プログラムとして、子どものみの参加となります。 

※小学３年生以下の方は、保護者同伴で参加いただけます。 

（有料参加 13:30～15:00） 

ご来場ありがとうございました！ 

ごごごご寄付寄付寄付寄付・ご・ご・ご・ご寄贈寄贈寄贈寄贈    ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました    
    

・平和産業様 ・彦根ライオンズクラブ様 ・M ランド様 

 

コスモスコスモスコスモスコスモス    

            秋秋秋秋のバラ・・・のバラ・・・のバラ・・・のバラ・・・    

ドライブにドライブにドライブにドライブに    

出出出出かけましたかけましたかけましたかけました。。。。 

    

ぽ ぽ だ よ りぽ ぽ だ よ りぽ ぽ だ よ りぽ ぽ だ よ り     
（特活）（特活）（特活）（特活）NPONPONPONPO ぽぽハウスぽぽハウスぽぽハウスぽぽハウス ～居宅居宅居宅居宅介護支援介護支援介護支援介護支援（ケアマネージメント）・訪問介護訪問介護訪問介護訪問介護（ヘルパー） 

ひろば事業ひろば事業ひろば事業ひろば事業（高齢者ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ・宅老・児童発達支援事業・放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ・

ｷｯｽﾞﾙｰﾑ・ぽぽキッズくらぶ） 

「はばたき」「はばたき」「はばたき」「はばたき」（児童発達支援事業・放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）    
子育て支援事業子育て支援事業子育て支援事業子育て支援事業（ハピネスあそびひろば・ぽぽあそび隊・むぎゅむぎゅﾀｲﾑ 

            彦根市委託事業･･･すくすく教室･のびのび教室） 

彦根市北老人福祉センター彦根市北老人福祉センター彦根市北老人福祉センター彦根市北老人福祉センターハピネスひこね指定管理ハピネスひこね指定管理ハピネスひこね指定管理ハピネスひこね指定管理    
NPONPONPONPO 活動部活動部活動部活動部    

【 誰もが「生きていてよかった」といえる街づくり 】 
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〈今月の中面〉 

○ママのための再就職チャレンジセミナー報告 ○「はばたけ！チャレンジャー ２０１２」 

○日中一時支援事業集団活動プログラム （湖風祭へ行こう！・電車でおでかけ IN長浜） 

ぽぽキッズくらぶで 

チューリップの球根を 

植えました。 



   

 

 

 

 

 

 

日中一時支援事業 

集団活動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

電車でおでかけ IN 長浜 
10 月 27 日、小学生 4人が参加しました。 

電車を使ってのプログラムははじめて

の子どもたちでした。 

 

 

 

 

さる、11 月 17 日（土）第 1 回「はばたけ！

チャレンジャー！2012」を彦根市北老人福祉セ

ンターハピネスひこねを会場に開催しました。 

 第 1 回目は、朝の会に続いて、リーダーとなる中学生がグループカ

ラーを決めるバンダナ抽選からはじまり、雨天活動のプログラムの豚

汁作り。豚汁の具材を購入する担当を決め、傘をさしての買い物体験。

日頃は傘を使わない子ども達も多く、小雨が体験の幅を大きく広げて

くれました。また、慣れない手つきでピーラーや包丁を使っての調理。

最後までしっかりと具材を切り、皮をむき…出来上がった豚汁をお椀

によそいグループでテーブルを囲みながらのお昼ごはん。「自分で切っ

た人参かわいい…」「お肉大好き～」とみんなの笑顔と一緒においしく

頂きました。使った食器の後片付けの洗い物やふき取りは、リーダー

が力を発揮しグループ毎に片付け終了。 

利用した部屋の掃除を済ませてお帰り

の会で感想を聞くと「買い物が楽しかっ

た」「豚汁がおいしかった」などなど、豊

かな表情には達成感や満足感が満ち溢れ

ていました。 （藤澤） 

長浜までの切符を

おねがいします！ 

鉄道博物館で 

運転台にのったよ！ 

たのしかった！ 

湖風祭へ行こう！ 
11 月 10 日、 小学 4 年～高

校生の子どもたち 18 人が

路線バスを使って県立大学

まで行き、湖風祭を楽しみ

ました。 

 

滋賀マザーズジョブスステーション（MJS）地域子育て支援団体連携事業 

ママのためのママのためのママのためのママのための再就職再就職再就職再就職チャレンジセミナーチャレンジセミナーチャレンジセミナーチャレンジセミナー        

～～～～３３３３年後年後年後年後のののの自分自分自分自分へへへへ～～～～    

ママ(母)も ワイフ(妻)も ‘ 輝
かがや

く 私
わたし

’ 

『子育て中の夫婦のライフプラン～３年後、５年後、そして…』 
 

 

11 月 13 日に彦根市南地区公民館でママのための再就職チャレンジセミナー『ママ(母)もワイフ

(妻)も‘輝く私’』を開催しました。 

この事業は、滋賀県からの委託を受け、滋賀子育てネットワーク

および NPO 法人びぃめ～る企画室が共同事業体『滋賀輝くマザー

ズ応援隊』を結成し、地域の子育て支援団体情報の収集･発信と、

就労に向けた準備に役立つセミナーの開催を実施したものです。 

講師にはファイナンシャルプランナーの福井浩二様をお迎え

し、子育て中のお母さんたちに‘身近な将来’の自己実現につい

て、子育てライフプランや社会情報などから考えていただこうとい

う内容です。 

当日は 17 名の方に参加いただき、セミナーでは子育て中のお母さんに対し、具体的な事例や

ワークシートを交えた分かりやすいお話で、みなさん真剣に聴いておられました。自分の趣味や子

育て中に身に付いたことを、将来の仕事に繋げられるという話ではみなさん『なるほど』という感じで

聴いておられました。参加者の感想の中に自分を見つめ直すいい機会になった、色々な情報を知る

ことができた、とても役に立ったという意見が多く、とてもよかったです。また、託児スペースを設けた

ことでゆっくり話を聴けたという感想もありました。 

この講座で学んだことを、今後、役立てていただけることを期待します。 (NPO 活動部 大澤) 

 

このこのこのこの 2222回のプログラムを実施するにあたり、聖泉大学の回のプログラムを実施するにあたり、聖泉大学の回のプログラムを実施するにあたり、聖泉大学の回のプログラムを実施するにあたり、聖泉大学の

学生さん（学生さん（学生さん（学生さん（10101010月月月月 27272727日）および彦根ライオンズクラブの日）および彦根ライオンズクラブの日）および彦根ライオンズクラブの日）および彦根ライオンズクラブの

会員様（会員様（会員様（会員様（11111111 月月月月 10101010 日）にボランティアスタッフとして参日）にボランティアスタッフとして参日）にボランティアスタッフとして参日）にボランティアスタッフとして参

加していただきました。加していただきました。加していただきました。加していただきました。    

    どうもありがとうございました。どうもありがとうございました。どうもありがとうございました。どうもありがとうございました。    


